
可
観
小
説
巻
六

に
て
、
御
暇
可
被
下
も
雛
計
儀
と
m
覚
悟
仕
候
故
、
婆
は
本
よ
り
迎
不

申
、
妾
を
も
不
指
置
候
。
新
参
者
に
候
庭
、
足
騒
頭
被
仰
付
候
に
付
、

御
譜
代
同
事
と
存
、
共
後
妥
を
も
置
候
へ
ば
、
今
の
愚
息
-
平
太
を

生
申
候
。
段
々
結
構
に
被
召
使
、
大
組
足
騒
六
十
儀
人
御
預
、
六
十

九
歳
迄
江
戸
へ
迄
御
供
仕
、
恭
存
候
皆
被
申
関
候
。
第
v
人
質
賃
に
し

て
外
の
鰐
た
く
、
武
備
を
噌
み
、
且
文
串
を
好
み

τ詩
作
友
ど
も
た

し
侍
り
。
し
ぼ
/
¥
某
と
唱
和
あ
り
。
疎
繍
軒
・
雲
翠
等
皆
共
別
競
た

り
。
貨
に
不
v
易
v
獲
の
人
豪
也
。

伊
制
労
山
守
子
廷
内
向
v

h

E

B

i
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岡
田
盟
州
善
政
ぽ
同

1
盟
前
守
善
次
一
四
|
茶
室

規
制
廊
代

og勘
定
噸
。
一
足
山
司
区
郎
防
と
手
。
相
会
初
撃
の
時
鬼
小
銭

娘
一
葉
山
州
宮
崎
七
千
省
。
寸
某
に
部
即
さ
れ
・

2
高
年
記
て
早
世
す
。

「
duE
小
回
郎
。
鋼
氏
へ
撃
に
成
。
今
掲
掠
留
と
柿
す
。

一
|
手
崩
御
健
審
後
宿
舎
小
普
筋
。

一l
霊
元
き
ハ
郎

「
善
紀
銭
脚
下
回
穆
行

一
、
岡
田
助
方
街
門
賀
州
へ
仕
官
の
次
第

岡
田
氏
本
姓
は
山
田
と
申
候
慮
、
長
門
守
四
五
代
前
‘
尾
張
岡
聞
が

原
と
云
所
に
て
武
功
あ
り
て
、
共
後
山
田
を
改
め
候
て
間
関
と
稽
申

候
。
参
州
赤
豆
坂
の
岡
悶
助
右
衛
門
は
長
州
父
也
。
長
門
守
若
名
助

言
郎
、
共
子
助
右
衛
門
と
云

τ賀
州
へ
仕
官
仕
候
、
今
の
助
三
郎
先

1， 

h 

組
也
。
長
州
死
後
如
何
様
の
仔
細
に
て
、
御
園
へ
参
候
と
申
俄
知
不

申
候
。
伊
勢
守
家
に
て
も
知
不
申
候
。
一
度
出
家
仕
有
之
候
慮
、
滞

庵
と
申
借
相
願
候
て
被
召
出
候
旨
申
候
。
伊
勢
守
守
山
に
罷
在
候
時

分
は
、
三
千
俵
被
下
候
。
他
園
へ
参
候
時
分
、
せ
が
れ
次
太
夫
を
捜

し
置
、
御
奉
公
い
た
さ
せ
候
。
今
の
普
右
衛
門
先
祖
也
o
盟
前
守
は
徳

川
家
へ
奉
仕
候
後
出
生
仕
候
。
勢
州
加
藤
肥
後
守
殿
へ
罷
出
候
事
、

御
園
よ
り
参
候
と
も
‘
又
は
肥
後
よ
り
御
園
へ
参
候
と
も
雨
設
不
分

明
候
。

一
、
土
方
勘
兵
衛
功
名
の
事

信
雄
に

τ長
州
の
首
尾
は
、
共
時
分
一
家
老
に
て
三
高
石
取
罷
在
.

名
高
く
候
に
付
、
太
閤
よ
り
種
々
懇
意
に
被
成
候
。
君
臣
離
叛
の
震
の

聞
に
て
も
侠
哉
、
共
故
信
雄
と
と
の
外
疑
出
来
申
候
。
或
時
鷹
烏
を

土
方
勘
兵
衛
使
者
と
し

τ賜
る
。
抽
胞
に
罷
出
候
時
分
仕
舞
可
申
と
の

謀
有
之
旨
。
長
州
、
勘
兵
衛
へ
逢
候
て
こ
腿
被
申
越
候
上
陀
被
申
候

は
‘
我
等
俄
可
被
仰
有
と
の
風
続
承
及
申
候
。
縫
・
に
て
も
某
へ
向
申

者
は
、
此
脇
指
に
て
只
-
打
に
可
仕
と
の
申
分
に
て
、
勘
兵
衛
前
に

て
抜
出
し
、
一
振
二
振
も
振
り
被
申
候
。
勘
兵
衛
申
候
は
、
左
様
の
沙

汰
は
不
承
候
。
乍
然
主
人
の
思
召
は
難
計
も
の
に
候
へ
ば
、
拙
者
に

可
被
仰
付
も
相
知
不
申
儀
と
申
入
候
。
此
二
百
を
長
州
殊
め
外
感
悦

仕
候
。
其
後
信
雄
種
が
嶋
の
鍛
地
を
取
出
し
、
珍
物
に
候
関
長
門
へ

第
見
可
申
候
由
民
て
被
呼
出
‘
仕
物
の
沙
決
有
之
候
成
、
勘
兵
衛
最

前
陀
使
に
参
候
様
子
申
議
、
此
趣
に
候
閲
私
へ
被
仰
付
候
様
に
と
、

・
所
望
仕
候
に
付
共
通
被
申
渡
候
。
長
門
右
鍛
地
見
申
所
を
‘
後
よ
り

脇
刺
に
て
指
通
し
候
へ
ば
‘
切
先
は
盤
迄
一
突
立
申
候
。
長
州
内
.
々
の

脇
刺
を
抜
き
、
忍
を
上
へ
直
し
後
ざ
ま
に
切
付
候
底
、
銀
に
て
勘
兵

衛
額
を
打
つ
け
、
刀
は
蛍
り
不
巾
候
。
共
所
へ
信
雄
薙
刀
に
て
被
立

向
候
。
勘
兵
衛
大
事
の
仕
物
に
候
問
、
私
共
に
可
被
遊
候
と
申
候
て

放
ち
不
申
候
。
絡
に
長
州
は
息
絶
申
候
。
此
功
に
て
勘
兵
衛
三
百
石

の
身
上
、
脇
島
高
石
に
罷
成
申
候
。
担
勘
兵
術
額
の
焼
を
ぽ
、
共
時
分

千
賞
鈍
と
人
々
・
申
候
。

一
、
岡
田
伊
勢
守
肥
後
を
立
退
く
事

伊
勢
守
肥
後
に
て
‘
後
々
一
若
臣
中
慈
敷
能
成
候
。
共
首
尾
は
清
疋
は

無
隠
大
男
に
て
器
量
の
丈
夫
、
中
L
H

並
ぶ
人
も
無
之
候
庭
、
伊
勢
も

器
量
骨
柄
不
常
人
候
に
付
器
量
自
慢
に
候
。
清
正
と
も
劣
ま
じ
き
心

底
に
て
、
そ
れ
よ
り
中
不
善
候
。
或
時
披
普
締
の
奉
行
被
申
付
、
相

役
雨
入
有
之
候
。
共
時
分
城
中
に
て
饗
臨
被
申
付
候
鹿
‘
相
役
雨
入

可
観
小
説
巻
六

は
上
下
靖
用
、
念
度
仕
罷
出
倹
底
、
伊
勢
は
普
諦
奉
行
・
に
候
へ
ば
不

普
事
と

τ
)
袴
も
不
着
罷
出
候
。
清
正
大

K
怒
り
、
主
人
の
饗
膝
を

袴
も
滞
不
申
給
ぺ
申
無
純
者
可
有
之
哉
と
て
、
散
々
叱
被
巾
候
。
伊
勢

長
り
退
出
候
て
、
翠
日
よ
り
普
諦
場
へ
長
袴
に
少
き
刀
を
指
総
出
相

勤
候
。
然
底
鹿
野
餌
が
ら
.
頭
分
へ
夫
会
賜
り
候
。
伊
勢
へ
は
右
長

袴
の
意
趣
に
鴻
を
賜
り
候
。
伊
勢
安
か
ら
ぬ
事
に
存
、
共
鴻
を
ぽ
厩

の
隅
に
つ
り
也
候
。
扱
俄
に
書
院
を
新
敷
結
構
し
、
清
正
御
成
被
下

候
様
に
と
願
申
候
。
願
の
湿
り
消
E
被
罷
越
候
成
、
丁
寧
に
饗
騰
を

設
け
、
畢

τ御
吸
物
を
可
指
上
侠
と
て
持
参
い
た
し
、
是
は
拝
領
の
御

餌
柄
に
て
御
座
候
と
て
出
し
申
底
、
右
鴻
く
さ
り
候
て
共
嘆
き
事
満

座
の
者
興
を
醒
し
申
候
。
清
疋
不
興
に

τ被
罷
蹄
候
。
伊
勢
則
供
い

た
し
玄
閥
迄
砲
に
罷
越
、
共
よ
り
直
に
立
退
申
候
。
諸
問
正
手
早
く
討

留
可
申
心
得
に
候
得
共
、
い
ま
だ
城
内
へ
安
座
無
之
内
氏
、
芭
に
立

退
申
候
故
、
可
鵠
様
無
之
候
。
立
退
候
時
分
従
者
の
大
小
は
銀
の
鍵

斗
付
、
侍
分
の
犬
小
陰
金
の
製
斗
付
、
長
柄
十
本
震
持
申
候
。
共
長

柄
も
惣
金
の
柄
に

τ、
今
以
て
勝
監
家
に
有
之
候
。
絡
は
八
千
石
に

候
底
.
朝
鮮
へ
参
候
時
分
二
部
石
の
軍
役
相
勤
申
候
皆
。

一
、
岡
問
伊
勢
守
の
異
風
数
寄

一一一一一




